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すなわち△z及び△Qの分布が与えられれば△5の値が

きまることになる．
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である．これは偏西風帯中における波動内の保存量の分

布を与える式である．

　数値例として気温偏差の分布について考えてみよう．
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　　α＝＿＿ ＿，U＝10m／sec，五二2×IC6m
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とおくと，tanψ二〇．3，　ψ＝17。

となる．これは実際の気温の分布などの場合にもほぼ成

立つ．
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　以上の考察結果は，ある意味ではよく知られたことで

あり，いまさらの感がないわけではないが，最近の顕著

な気候変動と関連し，平年値の意味が問題になっている

し，また，季節予報の現業面などからも重要なので，あ

えて紙面をけがすことにしたのである．そして，われわ

れは次のようなことが紀論出来るように思う．

　11）ふつう平年値としては，最近30年の月平均値をも

とにして年変化を内挿した値をとるのが適当である．

　（2）空間平均，時間平均にはそれぞれの特長があり，

日々のi変化をあつかうためには前老，季節変化をあつか

うのには後老が適当であろう．

　（3）保存量の半旬，または月平均値の偏差は，等圧面

高度の偏差の分布でほぼ定まる．
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